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いいまち合金夢のまち

4・

読み手の声に鋭い反応、

1月13目、今金町こども会連合会(会長新居

昭夫)主催巴よる第10固百人一首大会が、総合体

育館武道場で合金百人一首クラブの協力により

開催されまし定。

大会|こは各地域から小・中学生28チ ムガ参

加し熱戦が繰り広げられましだ。

成績は8ページ1こ掲載 l
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平成LI年度|

特別会計の歳出総額

091万円112億4，

|1%jfは|

う使われたはこ

歳出は消費的経費(給与関係経

費、 一般行政経費)が33億l千3百40

万円で総額の49.2 %を占め、前年

度と比較すると0.2%の減となって

います。投資的経費(普通建設事業

費、災害復旧事業費)は総額19億8

千百3万円で、歳出総額の29.4%を

占め前年度と比較すると、 11.5%

減となっています。

• 一般会計

会 計 名 |歳入(前年対比) 歳出(前年対比)

般 4Z2コhz 計
69億3，558万円 69i意1.200万円
(ム3.0%) (ム25%) 

特 月IJ dZh 玄 計
43億8，602万円 43i意2，891万円
(9 5%) (9 7%) 

国保事業
B億7，247万円 8億4.144万円
(5 7%) (115%) 

老人保健事業
11億191万円 11億190万円
(0 5%) (0 5%) 

国保施設(病院)
11億1.730万円 11億2.419万円
(72%) (4.8%) 

回収益的収入・支出 10億6，484万円 10億4.365万円

-資本的収入・ 支出 5，246万円 8，054万円

老人保健施設
3億ι530万円 3i苦'.5，846JJ円
(3. 4%) (3.6%) 

-収益的収入・支出 3億5，630万円 3i君、4，916万円

-資本的収入・支出 900万円 930万円

簡易水道事業
2i意5，346方円 2億4，431方円
(ム24.4%) (ム26.4%) 

公共下水道事業
6億7，558万円 6億5，861万円
(912%) (90.4%) 

総 dEh 3 計
113億2，160万円 112億4，091万円
(14%) (1.9%) 

〔・今金町の財産 〕

町政を進めて行くうえ

で欠かすことのできない重要なものです。

平成11年度の予算がどのように使われ
たのでしょうか。

A 
zコE 況状算;来

予算と決算は、

別言十

， 

• ⑩ 
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歳出構成比率

商工費
1.4% 

災害橿旧費
5.0% 

前年比較

科 目 平成11年度 平成10年度
増減額 増減率

民 生 費 12i意8，871万円 10億6，346万円 2億2，525万円
17.5% 

総 務 費 9i章7，703万円 9億5，994万円 1，709万円 1.7% 

農林水産業費 8ii意7，144万円 11億3，907万円 ム2億6，763万円 6307% 

公 債 費 8i意5，511万円 8億7，080万円 61，569万円 ム1.8%

土 木 資 8億4，416万円 9億3，569万円 ム9，153万円 ム108%

教 育 費 6i意5，687万円 6i:意6，303万円 ム616万円 ム0.9%

衛 生 費 6 8億1，829万円 5億6，576万円 5， 253万円 8.5% 

災害復旧費 3億8，354万円 4i章5，481万円 ム7，127万円 ム18.6%

，高 F方 費 2億2，288万円 2億673万円 1， 615万円 7.3% 

商 工 資 9，779万円 1億2，844万円 ム3，065万円 ム313%

議 d冨h 費 8， 591万円 8， 769万円 ム178万円 ム2.0%

労 働 費 1，027万円 1. 076万円 ム49万円 ム4.8%

ムロ 計 69億1，200万円 70億8，618万円 ム1億7，418万円 ム2.5%

-目的別歳出決算と構成状況

内 訳 年度末現在高

各会計調整基金 3億8，876万円

-財政調整基金(一般会計) 3億 1，489万円

ト一・一国一保一事一業一財一政一調一ー整一基一金一 3， 912万円

-簡水財政調整基金 3， 475万円

土地開発基金 1億8，797万円

国鉄瀬棚線代替輸送確保基金 3億8，691万円

減債基金 2億 1，598万円

ふるさと創生基金 2億 213万円

文化センター基金 6億8，590万円

地域福祉基金 1億4，933万円

その他基金 3億 2，669万円
4E2ヨh E十 25億4，367万円

.今金町の『借金』は

84億3，081万円
町民 1人あたり 1， 197， 558円

平成11年度は5億4，920万円を借り入れ、 6億

1， 969万円償還しました。

.今金町の『貯金』は

63億6，613万円

20億6，468万円

4億9，396万円

5i意7，819万円

7億5，583万円

2億3，670万円

【特別会計】

・国保施設(病院)

-老人保健施設

・簡易水道

-公共下水道

【一般会計】

• • 

歳入は前年度決算額より、 2億l

千7百99万円の減で、伸率3.0%の

マイナスとなっています。主なも

のは、町税、地方交付税、国庫支

出金、道支出金、町債等となって

います。

歳入構成比率

地方消費税交付金1.0%
世用料丑び手数料1.6%
分担金及び負担金1.6%
地方譲与税1.7%.

平成11年度 平成10年度
前年比較

科 目
増減額 増減率

地方交付税 34億3，342万円 34億5，420万円 ム2，078万円 Q.6% 

国庫支出金 6i意7，384万円 5i意5，801万円 1億1，583万円 17.2% 

道支出金 6億5，464万円 8i意1.096万円 61億5，632万円 ム239% 

町 ヰ見 5億8，501万円 5億8，135万円 366万円 0.6% 

町 債 5i意4，920万円 7億4，320万円 ム1億9，400万円 ム353% 

E者 収 入 4億3，538万円 4億1，109万円 2， 429万円 5.6% 

地方譲与税 1億1，662万円 1億1，414万円 248万円 2.1% 

分担金及び負担金 1億803万円 H意98方円 705方円 6.5% 

匝用料及び負担金 1億1.308万円 1億249万円 1，059万円 9.4% 

地方消費税交付金 6，659万円 7， 063万円 ム404万円 ム6.1%

そ の 他 1億9，977万円 2億652方円 ム675万円 ム3.4%

A ロ 言十 69億3，558JJ円 71億5，357万円 ム2億1.799万円 ム3.1%

.目的別歳益決算と構成状況

〕
内

ζ〔

証券・
その他の権利

ヨlJJ

三者2脅ア

車踊

町民一人あたりの算定額は

平成12年3月31日現在
住民基本台帳人口

7， 040人で
全て算定しています。

.町民1人あたりの町税負担額は

町税負担額………… 83， 098円

・町民税(個人) 25， 583円

・固定資産税 39， 437円

・軽自動車税 1，217円

・町たばこ税 7， 688円

・入湯税 504円

決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別

委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
第

4
固
定
例
町
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
を
最
も
有
効
に

使
う
よ
う
、
通
常
経
費
の
節
減
を

図
り
な
が
ら
、
明
る
く
住
み
良
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
、
福
祉
の
向

上
・
産
業
基
盤
の
充
実

・
町
道
の

整
備
と
、
町
民
の
生
活
に
密
着
し

た
事
業
が
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

〕円。〔



北
海
道
社
会
貢
献
賞
一
統
計
功
労
)
受
賞

白

戸

克
行
さ
ん

60 
歳

白
戸
さ
ん
は
、
昭
和
判
年
に
行

わ
れ
た

1
9
7
0
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
の
捌
査
員
に
任
命
さ
れ

て
以
来
、
八
東
地
区
の
調
査
員
と

し
て
初
年
に
わ
た
り
、
各
種
統
計

調
査
に
幻
回
従
事
さ
れ
る
な
ど
統

計
思
想
の
普
及
と
向
上
、
ま
た
、

後
輩
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

は
月
7
目
、
八
束
在
住
の
白
戸

克
行
さ
ん
が
北
海
道
社
会
貢
献
負

(
統
計
功
労
)
を
受
賞
し
ま
し
た
。

札
幌
市
の
ホ
テ
ル
K
K
R
札
幌

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
都
合
に

よ
り
出
席
で
き
ず
、
統
計
協
議
会

会
長
の
須
藤
政
義
さ
ん
が
代
理
と

し
て
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
表
彰
状
は

i
月
間
日
役
場
に

お
い
て
村
本
町
長
か
ら
白
戸
さ
ん

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

， 
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コンサドーレ札幌少年サッカー教室

ー
月

ω目
、
小
学
生
を
対

象
に
コ
ン
サ
ド

l
レ
札
幌

(北
海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
)
の
初
代
監
督
と
し
て

活
躍
さ
れ
た
元
監
督
の
高
橋

武
夫
さ
ん
と
、
現
在
ユ
ー
ス

チ
ー
ム

(
U
l
m
)
の
コ
ー

チ
を
さ
れ
て
い
る
財
前
恵

一

さ
ん
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
コ
ン
サ
ド

l
レ
札
幌
が
全
道
の
サ
ッ
カ
ー
普

及
と
チ

l
ム
の
支
援
基
盤
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
昨
年
度
は
日
ヶ
所
、
今
年
度

は
3
月
末
ま
で
に

ωヶ
所
を
回
る

予
定
。教
室
で
は
、
ボ

l
ル
に
な
じ
む

軽
い
練
習
か
ら
、
ボ
ー
ル
を
ま
た

ぐ
高
度
な
フ
ェ
イ
ン
ト
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

教
室
終
了
後
、
「
小
規
模
な
町
の

子
は
て
れ
屋
で
教
室
で
も
実
力
を

発
揮
で
き
な
い
子
が
多
い
。
高
学

年
の
中
に
は
上
手
い
子
も
何

名
か
お
り
、
将
来
は
コ
ン
サ

ド
l
レ
札
幌
の
ユ
ー
ス
チ
ー

ム
や
今
年
か
ら
J

l
に
昇
格

す
る
コ
ン
サ
ド

l
レ
札
幌
で

活
躍
し
て
ほ
し
い
。」
と
財
前

コ
l
チ
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
金
町
消
防
団
に
よ
る
出
初
め

式
が
、

1
月
6
目
、
各
団
員
や
消

防
車
両
が
参
加
し
、
花
石
、
種
川
、

今
金
市
街
地
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、

消
防
署
前
で
観
閲
式
が
行
わ
れ
、

消
防
関
係
者
や
町
民
の
見
守
る
な

か
、
伝
統
の
倒
ふ
り
(
木
槍
ゃ
っ

こ
)
が
披
露
さ
れ
大
き
な
拍
手
を

あ
び
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
町
民
セ
ン
タ
ー
で

は
、
永
年
に
わ
た
り
活
服
さ
れ
た

団
員
に
対
し
北
海
道
知
事
・
北
海

道
消
防
協
会
表
彰
者
な
ど
に
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〕4斗〔

ロ
月
初
日
、
今
金
消
防
署
(
槍

山
広
域
行
政
組
合
今
金
消
防
署
)

に
大
型
水
槽
車
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
水
槽
寧
に
は

m
tの
水
槽
の

他
、
夜
間
時
の
消
火
作
業
に
は
欠

か
せ
な
い
投
光
機
器
を
車
両
の
前

後
に
装
備
す
る
な
ど
初
期
消
火
に

威
力
を
発
保
し
て
く
れ
そ
う
で

す。

ハロゲンランプよりも
更に明るいlSOWの投光
機を車両の前後に装備

災
害
等
に
は
迅
速

に
対
応
で
き
る
給

水
配
水
管
装
置

ま
た
、
災
害
等
に
よ
り
水
道
が

断
水
し
た
場
合
、
ポ
リ
タ
ン
ク
等

に
直
接
給
水
で
き
る
配
管
装
置
を

水
槽
後
部
に
取
り
付
け
、
迅
速
に

一
般
家
庭
へ
の
水
の
供
給
が
で
き

ま
す
。
今
回
の

i
台
を
加
え
今
金
消
防

署
に
は
大
型
水
槽
車
が
2
台
と
な

り
、
初
期
消
火
に
は
十
分
な
威
力

を
発
問
押
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が、

車
両
が
大
変
大
型
の
た
め
火

災
現
場
へ
の
一
般
車
両
の
乗
り
入

れ
は
、
交
通
障
害
と
な
り
消
火
作

業
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。• • 

こ
の
ほ
ど
豊
寿
園
(
園
長
吉
田
諭
)

で
、
利
用
者
に
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
催
さ

れ
、
家
族
や
来
賓

・
槍
山
北
高
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
好
会
な
ど
大
勢
詰
め
か
け
ま
し

た
。ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と

「
つ
つ
じ
会
」
(
利
用
者
の
家
族
の

会
)
に
よ
り
利
用
者

一
人
ひ
と
り
に
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た。

Z.&u霊霊彊
園寿豊

@ 

ま
た
、
槍
山
北
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

好
会

・
来
賓
な
ど
に
よ
る
余
興
や
、
種
川

婦
人
会
に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
が
模
擬
底
で

振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
利
用
者
は
家
族
と

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

@ 

「せ
せ
ら
ぎ
」
(
今
金
町
高
齢
者
共
同

生
活
施
設
)
で
、
入
居
者
の
み
な
さ
ん

に

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
家
族
と

一

緒
に
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
ひ
ま
わ

り
」
(
代
表
川
島
種
子
)
と
社
会
福
祉

協
議
会
(
会
長
荒
井
正
信
)
が
企
画

し
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

「ひ
ま
わ
り
」
の

会
員
や
社
協
職
員
が
心
を
込
め
て
作
っ

た
料
理
を
湛
能
し
な
が
ら
、
入
居
者
自

ら
ゲ

l
ム
に
参
加
す
る
な
ど
家
族
と

一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

(5J 



もうすぐ
平成 12年分

農業所得・一般確定申告相談日程表

~ 

今
年
も
あ
と
2
ヶ
月
で
「
ぴ
っ

か
ぴ
っ
か
」
の

一
年
生
が
入
学
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
各

小
学
校
に
は
、
今
年

ω名
の
就
学

児
童
が
入
学
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
か
ら
小
学
校
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
逮
と

一
緒
に
勉

強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

今
年

一
年
生
に
な
る
就
学
児
童

を
各
学
校
毎
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

児

童

名
(
保
務
者
名
)

-
美
利
河
小
学
校

l
名

・成

田

歩

武

(

順

一
)

.
花
石
小
学
校

1
名

-大

平

彩

生

佳

(

伸

一
)

.
種
川
小
学
校

l
名

・清

水
佑
希
子
(
健

一
)

.

今

金

小

学

校

印

名

・
北

見

美

希

(

伸

夫

)

・
佐

々

木

亮

(

昌

志

)

・加

藤
将
士
山
(
英
樹
)

・今

岡

弥

真

人

(

正

俗

)

・
青

木

沙

梨

(

治

良

)

・
植

村

友

哉

(

繁

嗣

)

・
苅

屋

明

日

香

(

孝

志

)

・
須

藤

佳

奈

(

里

美

)

， 

• • 

月 日 品量 事 組 J口"- 名

2月16日
午前・下稲穂、上積川、下トマンケシ、

(金)
八東宮の下

午後。下豊田、神丘中台、上鈴金、光台

2月19日
午前 金又、住中、春日井、 美利河、

(月)
イマヌエル

午後御影、上田代、八束初回、八鈴

2月20日 午前。花石、中トマンケシ、南堂受、監受

(火) 午後奥種川、種川宮前、八束更生

2月21日
午前 空軍昇、金原旭、白石、神丘新興

(水)
午後・鈴阿第一、鈴問第二、南田代、上金原、

上稲穂

2月22日
午前鈴阿下台、日進、トマンケシ、

(木)
神丘中央、金原昭和、鈴金

午後 中皇、八東栄、八東南原、金原宮前

2月23日 午前・神丘共和、上輩出

(金) 午後。住吉、田代

貧農業所得申告相談日

確
定
申
告
相
談
日
の

ご
案
内

次
の
日
程
で
、
税
務
署
の
職
員

が
計
算
方
法
や
申
告
書
の
在
き
方

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
最
寄

り
の
会
場
に
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
尚
、
今
金
町
の
申
告
相
談
日
程

が
昨
年
ま
で
の
2
日
間
か
ら
今
年

は
1
日
に
短
縮
と
な
り
、
込
み
合

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い。

土
曜
日
・
日
曜
日
及
び
祝
日

は
、
税
務
署
は
閉
庁
し
て
お
り
ま

菅佐工育小米木赤佐佐小 辻 越川兵若浅中立山谷今今長川柴菊森土中阿
谷
野川崎回池川井塚部中原藤山井島野北詰

弘
(
典
英
)

大

(

博

)

之

(

勝

)

介

(

等

)

菜
(
義
剛
)

幸

(

実

)

知

(

究

)

琴

(

修

こ

美
(
昭

夫
)

太

(

勝

)

可
(
雅
裕
)

樹
(
降
明
)

吾
(
英
樹
)

哉
(
光
弘
)

子

(

武

)

哉
(
省

二

夕
(
国
春
)

務
(
寿
彦
)

菜
(
祥
栄
)

佳
(
浩

一
)

枝
(
康
友
)

花
(
潤

こ

多
(

H

)

立
国
会
幅

一
)

笠
(
治
彦
)

奈

槻

(

辰

治

)

梨

乃

(

直

貨

)

貴

之

(

敬

吾

)

唯

希

(

千

館

)

百

華

(

茂

則

)

か
な
み
(
忠
義
)

J~ 剛静脇雅雄明

野藤藤木西山内川藤藤西

琴健萌良彩夏都絢朋渓慎省祐知健真

女一般所得申告相談日

・期 間 2 月初日(月)~ 3月15日(木)

.受付時間午前9時~午後4時まで

(※お身体の不自由な方については、 1階税務課にご相談下さ

い。)

。農業所得・一般確定申告相談会場

役場3階大会議室(土 ・日・祝日を除く)

(※正午から午後 l時までの時間も受け付けております。)

す
が
、
申
告
書
等
を
提
出
さ
れ
る

方
の
た
め
に

「時
間
外
収
受
ポ
ス

ト
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

-今金町

・日時 2月27日

午前9s寺~午後4時まで
・会場 役場中会議室

・北槍山町

・日時 2月28日

午前9時~午後4時まで
・会場 北恰山消防署

会議室

・瀬棚町

・日時 3月 1日

午前9時~午後4時まで
・会場役場会議室

・八雲税務署

・日目寺

2 月 16 日 ~3 月 1 5 日

午前9時~午後4時まで
※土曜日・日曜日 ・祝日を

除く

※正午から午後1時までは

昼休みとなっています

-

伊

東

郷

(

卓

馬

)

・
春

山

哉

(

邦

明

)

・
木

下

一
(健

一
)

・多

国

己

(

佳

正

)

・山

本

樹

(

英

治

)

・村

上

尭

(

栄

二
)

・
阿
部

悠
(
博
見
)

・
瀬

戸

謙

仁

(

悦

子

)

・
木

南

勇

人

(

秀

幸
)

・螺

良

涼

太

(

尚

之

)

・
大
竹
惟
佳
(
由
美
子
)

.
八
東
小
学
校

2
名

・南

川

祐

史

(

博

)

・
田
中

一
也
(
勝
博
)

維優祐修卓 美

-
金
原
小
学
校

3
名

・
瀧

樺

小

春

(

稔

)

-
一二

上

佳

祐

(

輝

彦

)

・
中
山

美

里

ご

浩

)

・
神
丘
小
学
校

2
名

・
酋

野

志

保

(

恒

幸

)

・

天

沼

幹

太

(

寧

)

〕eo 
〔

※
名
前
の
も
れ
て
い
る
方
、
転

入
さ
れ
た
方
は
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(8
2
3
4
8
8
)
 

C 短期大学

D 大学

E 大学院

O償還
卒業後6カ月据え置き、 10年以内の年賦償還です。

※詳しくは教育委員会管理擦にお尋ね下さい.

852-3488 

今金町奨学資金の貸付希望者へ

平成13年4月から修学される学生で、奨学資金を希望される方

は、平成13年3月9日まで教育委員会にお申し込みください。
0貸付対象者

今金町に居住する者の子弟で次の条件を備えていること。

l 高校及び大学に在学又は進学を希望する者。

2 学資を支払うことが困難と認められる者.

3 身体健康、学業成紙優秀、性行善良である者.

0貸付額

A 高校、専修学校高等~程、高等蒋門学校第 3 学年以下

1人月額 10， 000円以内

B 専修学校専門限程、高等専門学校第4学年以上

l人月額 15， 000円以内

l人月額 18， 000円以内

I人月額 20，000円以内

1人月額 25， 000円以内

• • ザりれいりす所得課税 いい
所税課国

」るた 、の とて保国税納 得申 に健民
案方し申でを寝息は
内にま告、把 わ

告のご 伴う 康保険いはすく下手にれ住

た ‘ 。だ 軽減判定る民税義務者

ま 対る日必 での 案 税
すー 象よ 主要 も告務義怠申) 者ぅ程が ‘ の 内 ( 

とお等あ の 方

保税国に思願にり七~税固保 に
よわいよま吸 っ

、-

。期 f間 2月16日(金) ~4 月 16 日(月)

(土 ・日 ・祝日を除く)

。受付期間午前9時~午後4時まで

。場 所役場 l階税務課

※正午から午後 1時までも受け付けております。

八
雲
税
務
署
か
ら

の
ご
案
内

確
定
申
告
の
受
付
が

始
ま
り
ま
す

平
成
ロ
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
受
付
が
2
月
刊
日
(
金
)
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
確
定
申
告
書
等

は
ご
自
分
で
作
成
し
て
税
務
署
の

窓
口
や
郵
送
で
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
で
は
ご
自
分
で
作
成
し

提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
相

談
担
当
者
が
記
載
方
法
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
お
り
ま
す
。

税
務
署
の
相
談
会
場
に
お
越
し

の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
分
か

り
に
な
る
箇
所
に
ご
記
入
の
上
、

印
鑑
、
前
年
の
確
定
申
告
書
等
の

控
え
、
使
い
慣
れ
た

「計
算
鋸
具
」

や
「筆
記
具
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
八
雲
税
務

署
ま
で

8
0
1
3
7
6
3
2
1
4
8
 
〕マ，
〔



都

都

八
蔀
の
チ
ー
ム
が

m

M

3
鋒
謹
続
優
勝

二

表
紙
に
掲
載
の
第
凶
回
百
人
一

首
大
会
の

成
績
。成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
(
小
学
校
3
年
生
以
下
)

-
優

勝

八

束

C
チ
l
ム

・
田

中

里

沙

(3
年
)

・
吉
田
悠
人

(
3
年
)

・
野
田

直

樹

(3
年
)

-
準
優
勝
/
種
川
B
チ

l
ム
、
第

3
位

/

八
東
B
チ
l
ム

。
小
学
生
の
部

(
4
年
生
以
上
)

-
優

勝

八

束

C
チ
ー
ム

・
讃
岐

遼

(5
年
)

・
土

橋

龍

二

(6
年
)

・
杉

林

由

悠

(
6
年
)

-
準
優
勝
/
八
束

B
、
第

3
位
/
八
束
A

O
中
学
生
の
部

-
優

勝

B
チ

l
ム

・
本

多

香

織

(
2
年
)

・
山
崎
早
野
花

(2
年
)

・
谷
崎

千
夏

(
2
年
)

-
準
優
勝
/

A
チ
l
ム
、
第

3
位
/
D
チ

ー
ムま
た
、
-
月
幻
日
大
成
町
で
開
催
さ
れ
た

第
幻
回
槍
山
管
内
こ
ど
も
会
「
新
春
か
る
た

大
会
」

に
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
か
ら
優
勝
、
準
優

勝
チ

l
ム
、
小
学
生
・

中
学
生
の
部
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
上
位
4
チ

l
ム
が
参
加
し
、
小
学
校

の
部

(
4
I
6
年
)
で
八
束
C
チ
l
ム
が
今

金
町
代
表
と
し
て
4
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

大
晦
日
の
夜
日
時
か
ら
、
今
金

八
幡
宮
社
務
所
下
で
引
世
紀

へ
の

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ
、
初

詣
に
訪
れ
た
参
拝
客
と
と
も
に
引

世
紀
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

午
前
零
時
と
同
時
に
引
発
の
奉

祝
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
特
設

会
場
で
は
お
し
る
こ

・
お
酒

・
焼

き
鳥

・
雑
煮
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
金
よ
さ
こ
い
倶
楽

部
に
よ
る
奉
納
よ
さ
こ
い
も
行
わ

れ
、
華
麗
な
舞
で
引
世
紀
の
幕
開

け
に
華
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
金
商
工
会
が
設
立
刊

周
年
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
。• • 

⑧
⑮
⑧
⑥
 
⑧ 

雪
A_  

伊上金弓
藤田中 ft
広門学三
子香校 11、
ささ ス
んん 2タ
に年|
よ t 宮

交需j;j
I=l立17 ， 
作ロμ ，

毎
年
、
今
金
中
学
校
(
校
長

福
原
資
規
)
の
美
術
部
の
生
徒
に

作
成
依
頼
を
し
て
い
る
、
第
同
回

今
金
雪
ま
つ
り
(
実
行
委
員
長

佐
藤
正
己
)
の
ポ
ス
タ
ー
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
、
雪
祭
り
実
行
委

員
会
が
今
年
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

「雪
祭
り
の
楽
し
ん
で
い
る
様
子
」

と
美
術
部
に
依
頼
し
て
い
た
も
の

で
、
作
業
は
け
月
中
旬
か
ら
放
課

後
部
活
動
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た。
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
は
、
美
術
部

生
徒
全
員
に
作
成
し
て
も
ら
い
、

出
来
上
が
っ
た
全
員
の
原
画
の
中

か
ら
色
々
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ

2

年
生
の
上
回
円
香
さ
ん
と
、
伊
藤

広
子
さ
ん
が
作
る
こ
と
に
な
り
は

月
お
日
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

出
来
上
が
っ
た
原
画
は
、
色
画

用
紙
な
ど
で
作
っ
た
天
使
の
人
形

の
裏
に

5
m
の
パ
ネ
ル
版
を
貼

り
、
絵
の
上
に
貼
り
付
け
た
立
体

的
な
も
の
で
、
伊
藤
さ
ん
が
担

当
。
絵
か
ら
人
形
を
浮
か
せ
る
こ

と
に
よ
り
陰
が
で
き
、
遠
近
感
と

八雲町
制量量・友・-観冒フzスティ It/~'"
第14固J¥雲さむいべや祭り
園とき/2月11日 (祝)
・ところ/1日雪印工場跡地(町立図書館向
かい相生町)
八重町の冬のイベントはこれで決まり1
実行委員会では雪とおもいっきり遊んでも
らおうと雪合戦をはじめ スノーモービル
試乗など却さしいプロク'ラムを盛りだくさん
企画しまLた。家肱や友人、誘い合ってご来
場ください。
・お問い合わせ先ノ八雲さむいべや県り実
作委員会

八雲町公民館内 801376-3-3131 

l 北槍山町
I B*盟10，)荒漉にもまれて宵3
I t.:.聴Uい『既成車カキ』
カキフライ カキ酢カキ鍋
ごはんでも、お酒でも、お好みに合わせて。
栄韮満点ぷっくり太った北附山町新成産カ
キをご1'1味ください。
・師絡/lkg (nS個)500円(消費税込み)
・地方尭i呈もいたします。(3月上旬から出
荷予定)

・お問い合わせ先/ ，ひやま柚業協同組合
瀬棚支所太櫓出強所

801378-6-0310 
葛西勉さん801378-ij-0233
木村情敏さん801378-6-0155

瀬棚町
『ラーじ隠れg-Jそん恕目は
瀬翻町公営浴場『や'tらぎ館』
主主い日にはやっぱり温泉が一番!rや
すらぎ館」の温泉は、源泉の温度が低い

ため ホで薄めずに温度を上げていま

す。そのため温泉の成分も部まっていな

いので、お湯から上がったあとも湯冷め

がしにくく、身体もポッカポッカです。

・入浴料/大人300円中人120円小人
60円
・休館日/毎月第1・3月曜日
・お問い合わせ/瀬棚町公営温泉浴場

l 「やすらぎ館J8川村制l• • 

立
体
感
を
表
現
し
た

か
っ
た
そ
う
で
す
。

絵
の
中
の
雪
だ
る

ま
を
作
っ
て
い
る
部

分
は
、
上
回
さ
ん
が

ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ

(
歯
ブ
ラ
シ
に
絵
の

具
を
つ
け
目
の
細
か

い
網
の
上
か
ら
塗
る

技
法
)
と
い
う
技
法

を
用
い
、
何
度
も
塗

り
重
ね
色
の
濃
淡
や

ぼ
か
し
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
非
常
に
手

間
と
時
間
が
か
か
る

作
業
で
何
度
も
練
習

を
重
ね
失
敗
は
日
回

を
数
え
た
そ
う
で

す。

1月22日

第18回今金雪まつりプログラム

2月10日(土)
12 : OO~ 会場オープン
15 : OO~ 玉合戦(子供対象ゲーム)
17 : 30~ オープニングステージ
18 : OO~ 今金仮装歌合戦
19 : OO~ 道高ファミリ ーコ ンサート [北槍山町出身]
20 : OO~ 寒さを吹き飛ばすド迫力花火大会
21 : OO~ 会場ク ローズ

"" Country Road "" 

こ
う
し
て
試
行
錯
誤
の
末
で
き

あ
が
っ
た
原
画
を
も
と
に
完
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
し
た

2
人

は
、
苦
労
し
た
甲
斐
あ
っ
て
か
大

変
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

]リドー凡交涜ネットワーワ陪報ゥ島 No.34 

文成町
『国民温泉保養センター』
広大な貝取澗渓谷の保養温泉地

に位置する身も心もあったかにな

る温泉。

お風目から眺められる四季折々

の景色、周辺には遊歩道や公園も

あり、大成町の自然を満喫できま

す。

圃場所/大成町字貝取澗

・入浴料/大人260円小人50円
・お問い合わせ先/

801398-4-6327 

(8) 

熊石町
山峡の湯の宿「見市温泉』
雪景色の川面を望み

鉄分を多く含んだ茶褐色の湯は揖{

泉そのまま。大浴場、せせらぎを望む

露天風呂はミネラルが盟富で湯治に

，ja適です。「北の食材こだわりの宿・
旅館部門大賞」を受けた 「アワビ和風

ピザj は予約で召し上がれます。

}・宿泊/7，800円~
・入浴料/大人400円、小人200円
・お問い合わせ先/見市温泉

801398-2-2002 

長万部町
~篇腐のυフトヨE行申~
.長万部町民スキー渇.
長万部町民スキー場では、無料リフトを

次のとおり運行しています。家族みんなで

スキーソリスノーボードを楽しみ、帰り 1

には長万部温泉でおくつろぎください。

・リフト運仔時間/

火~金'ul日午桂6時-9時 1 

土、日曜日、祝日 午前9時 1 

~午後9時 l 

運休しますので 1※月曜日と祝日の翌日は、

ご7if<ください。
圃温泉日師り入浴料金/300円-500円

2月11日(日)
9 : OO~ 会場オープン
10 : 3 0~ 迷路 ト ライアル
12 : OO~ 道高ファミリーコンサート
13 : OO~ マギー司郎 マジックショー
15 : OO~ 会場クローズ

第5田平成雪合戦槍山大会

第13回昭和新 山国際雪合戦出場予選会

2月11日(日)

競

閉会式

付
議
式
技

齢
会

受

監

開

8 : 30~ 9 : 00 
9 : OO~ 9 : 15 
9 : 1 5~ 9 : 30 
9 : 30~ 14 : 30 
14 ・ 30~ 1 5 : 00 
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仮
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オ
要
で
す
が

"

離
も
が
霞
み
や
す
〈
制
と
の
主
旨
に
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.
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「
北
方
領
土
の
日
」
は
、

1
8
5
5
年

2
月
7
日
に
静
岡
県
伊
豆
半
島
の
下
回

に
お
い
て
調
印
さ
れ
た
日
露
通
好
条
約

に
よ
り
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
境
が
択

捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
聞
に
定
め
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
し
、
昭
和
弱
年

(
1
9

8
1
年
)
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

を
中
心
と
す
る
1
月
引
日
か
ら
2
月
初

日
ま
で
の
問
、
全
道
各
地
で
さ
ま
さ
ま

な
返
還
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
は
、
国
民

み
ん
な
で
返
還
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
種
啓
発
事
業
へ
の
参
加
や
署
名
活

動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
月
刊
目
、
「
今
金
雪
ま

つ
り
」
会
場
で
署
名
活
動

乏
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
!

2月7日I~
北方領土の
日です

障害基礎年金
国民年金加入者が病気やけがで障害者になった

ときに支給されます。

支給される条件

①初診日の前々月までに、保険料納付済期間(免除期

聞を含む)が、加入期間の2/3以上あること

※初診日が平成18年4月1日前の場合、特例として初

診日の前々月までの 1年間に保険料の滞納がなけれ

ば支給されます。

臨
時
・
踊
託
職
員
の

募
集

町
で
は
4
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時

・
嘱
託
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を
2
月
初

日
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

-
臨
時
事
務
員
数
名
(
満
開
歳

以
上
)

-
嘱
託
職
員

・
患
者
輸
送
パ
ス
運
転
手

i
名

・
消
防
花
石
分
遣
所
職
員

1
名

(
満
郎
歳
ま
で
大
型
免
許
取
得

者
)
-
お
問
い
合
わ
せ
先
(
総
務
課
総
務
係
)

8
2
1
0
1
1
1
 

ハロ
l
ワ
l

っ

か
ら
の
や
の
知
ら
世

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

t 

②障害認定日に、政令で定められた l級または2級の

障害に該当すること

※障害認定日とは、初診日より 1年6か月を経過した

日か、その期間内に治った日(症状が固定したBを

含む)のことです。

③20歳前に初診日がある場合は、 20歳になったとき

(障害認定日が20歳以後のときは障害認定日)に、 l

級または2級の障害状態にあること

安障害基礎年金の受給権者によって、生計を維持され

ている子供がいるときは、加算がつきます。

ただし、子が18歳に達する日以後の最初の3月31日

まで(障害者は20歳未満)。

• • 

「お之づかい」を献金

l月18目、小百合保育園の年長の園児達が、昨

年のクリスマスに集めたお金を「貧しい人のため

に役立ててください」と社会福祉協議会に献金し

ました。

献金は、園児達の「おこづかい」の中から、「お

やつ」など我慢して集めた心のこもったお金で

す。

。
平
成
は
年
2
月
分

・
2
月

7
日
(
水
)

午
前
9
時
1
午
後
5
時

。
平
成
同
年
3
月
分

・
3
月
7
日
(
水
)

午
後
1
時
1
午
後
5
時

・
3
月
8
日
(
木
)

午
前
9
時
1
U
時

管理栄書士国家訊験のご窯内

バ
ザ

l
の
収
益
金
を
寄
附

今
金
小
学
校
児
童
会
(陀
/
辺
)

-試験地/北海道、宮城県ほか

・試験日/平成13年5月初日(日曜日)

・試験科目/解剖生理学、病理学、生化学、食品学、

食品加工学、栄養学、栄養指導論、臨床栄養学、公

衆栄養学、給食管理(調理学を含む)食品衛生学、

公衆衛生学、健康管理概論の13科目

圃受験資格/

(1)栄養士養成施設を卒業し栄養士の免許を受けた

ひ
と
り
で
脳
ま
な
い
で
・
.. 

勇
気
を
だ
し
て
ご
相
談
を
I

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害

者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
精
神

的
援
助
を
目
的
と
し
て
、
平
成
ロ

年
日
月
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
「
函
館
被
害
者
相
談
室
」

が
開
設
し
ま
し
た
。

相
談
員
は
「
す
こ
し
で
も
被
害

者
の
方
の
力
に
な
る
こ
と
が
で
き

た
ら
」
と
い
う
気
持
ち
で
集
ま
っ

た
専
門
的
研
修
を
終
了
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
で
す
。• • 

後、 2年以上栄養の指導に従事した者

(2)修業年限が4年である栄養士又は管理栄養士養

成施設を卒業して栄養士の免許を受けた者

・受験願書の受付期間/平成13年3月初日から 4月

6日までに厚生労働省健康局総務課生活習慣病対

策室に提出する

・受験手数料/収入印紙 6. 600円

。受験願書等必要書類は保健所及び支所に配置して

います。

※お問い合わせ先 北海道八雲保健所今金支所調整係

(8 0 1 3 7 8 -2 -0 2 5 1) 
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| 一割目談室』 目

80138-43-874 
こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を
『

。
犯
罪
や
交
通
事
故
で
大
切
な
人

を
失
っ
た

。
恐
ろ
し
い
目
に
あ
っ
て
い
る

。
事
件
事
故
か
ら
立
ち
直
れ
な
い

。
性
的
な
い
や
が
ら
せ
を
受
け
て

い
る

。
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
等

・
開
設
時
間

毎
週
水
曜
日
(
祝
祭
日
を
除
く
)

午
前
川
時
か
ら
午
後
3
時

社会福祉協議会だより
二一明

13・，.10 

※光の星学園、盟舟倒ご、ざ社い会福祉協議会への多額のご寄付.
ご厚意ありがとう ました敬称略)

《釧路市》 平 山 とし江 外 崎 魚 脂

浜 酉 !言 義 7ォルケ・ホイ 1・ヨーレ 藤 )11 商 庖
《帯広市》 瀬棚町手をつなく親白金 回 中 革』 底

久 保 佳 幸 《北恰山町》 黒 沢 商 A E 

《札幌市》 崎山北高等学校 ニコニコ食堂
本 「司 秀 夫 柏山北高等学校生徒 4益，、 悩 庖
戸 回 央 北崎山小学校 大 倉 啓太郎
《苫小牧市》 東 ノ、 イ ヤ 今金町職員組 合
高 縞 清 彦 jt恰山小学校児童会 今金町赤十字奉仕団
《大野町》 本 多 浩 ~ 金 婦 人 会
iヒ 嶋 武 雄 《今金町》 未公 永 正 義

《長万部町》 今金町段業協同組合 A コープ今金庫
出 水 1~l 干 君ちゃんラーメン 田I 河 フミ I工
《上ノ国町》 佐藤モーター尚会 今金タ iU;t.*ーツクj)
大 谷 松 三郎 ツ ノt メ 石 l由 今金社交タノ1クj)
《乙部町》 佐藤ふとん庖 北部柏山医師会
山 前奇 卜 メ 藤村家具センター 今 金 保 育 所
橋 金四郎 鈴 木 忠 美和l河小学校児童会

《奥尻町》 酉 田 商 庖 千 為さ 呉 日目 庖
坪 谷 地 子 佐 々 木 金 物 嶋 育M 自子

《熊石町》 いしかわスポーツ 小野島 弘 土ロ

遠 R袋 サ ダ 野 宮 印 刷 ツフラ建設(株)
《大成町》 ス ナ ツ ク ì~Ì' 喜 楽 食 堂
大 里F 敏 己 金 iR 民 男 上 理 輝 子
《瀬棚町》 尾 18 i言 琴 鈴 会
田 中 啓 治 ナ イ 卜 ウ 匿 名
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室
}
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歳末助け合いで集まった募を手渡す
ライオンズクラブ(写真左12/18)

〕1
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〔

遊漁に伴う安全啓発

遊漁については、アウトドア志向

の高まりもあり、気軽に楽しめるレ

ジャーとして人気を集めています。

しかし、遊漁者の無謀な行動や不

注意、遊漁船の無理な運行などから、

例年痛ましい事故が発生し、尊い生

命が失われています。

これから、海への転落事故や暖を

とる際の一酸化炭素中毒などの危険

な事故が発生しやす時期です。



(重点目標)

回明園回
家

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
が、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を

も

っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第291号

しミ

新

z 
の
第豊
2か
次な

茎婁
教誠

君重
塑弱
詰室
策昆

52 
り、

本
町
の
社
会
教
育
振
興
の
指
針

と
な
る
社
会
教
育
中
期
計
画
(
第

2
次
計
画

・
平
成
同
年
度

1
げ
年

度
)
の
策
定
作
業
が
本
格
的
に
始

動
し
ま
し
た
。
「
人
と
人

本

計

画

は

心

織

り

な
す
物
語
」
を
向
こ
う
川
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
目
標
と
し
て
答
申
さ

れ
た

『
今
金
し
あ
わ
せ
物
語

1
第

4
次
今
金
町
総
合
計
画
』
に
基
づ

き
、
そ
の
目
指
す
姿
を
社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
は
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
す
る
遊
び
と
し
て
生
ま
れ
、
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
人
問
が
ス
ポ

ー
ツ
に
求
め
て
き
た
意
味
や
価
値

は
、
活
動
そ
れ
自
体
の
お
も
し
ろ

さ
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
じ
る
醍
醐

味
や
感
動
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
は
、
爽
快
感
や
達
成

弘
明

感
、
周
り
と
の
連
帯
感

4
孔

な
ど
の
精
神
的
充
足
を

培

も
た
ら
す
と
と
も
に
、

f
h
M

言
一語
や
生
活
習
慣
を
越

代

え
た
人
類
共
通
の
「
文

ツ

化
」
と
し
て
、
世
界
の

一

人
々
と
の
理
解
や
認
識

。
?
Y

を
一
層
深
め
る
こ
と
が

1
J

で
き
ま
す
。

，

/

別

世
紀
、
体
力
や
年

齢
、
技
術
や
興
味

・
関

紀

心
に
応
じ
て
、
だ
れ
で

オ

-

も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ

判
川

ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

。ι
し
み
、
豊
か
で
個
性
的

な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
の
よ

う
な
力
を
持
っ
た
子
ど
も
に
も
等

し
く
聞
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は

分
野
に
お
い
て
具
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
策
定
さ
れ
る
も

の
で
す
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
基

本
と
し
て
、
町
に
あ
る
様
々
な
教

育
資
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、
町

民

一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
に
豊
か

な
学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
学
習
社
会
の
実
現
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

。
社
会
教
育
中
期
計
画
策
定
委
員

《
社
会
教
育
部
会
》

田
中
稔
(
田
代
)
橘

宣
雄
(八胴
町
)

近
藤
弘
毅
(
世
帯
昇
)
小
川
宏
(
旭
町
)

船
木
恵
(
東
町
)
鈴
木
捷
(
寒
昇
)

《
文
化
財
保
護
部
会
》

中
川
繁
二
(
南
町
)
丸
山
良
祐
実
利
河
)

和
国
雄
行
(
御
影
)
田
口
慎
一
(
南
町
)

大
倉
紀
子
(
南
町
)
井
村
豊
(
樋
川
)

《
社
会
体
育
部
会
》

田
畑
友
明
(
八
束
)
戸
室
孝
俊
(
田
代
)

内
ヶ
島
方
時
男
(
寒
昇
)
斎
藤
忠
(
本
町
)

浜
田
直
行
(南栄
町
一
水
野

勲
(金
原
)• 

， 

• 

ス
ポ
ー
ツ
的
な
挑
戦
、
自
己
に
と

っ
て
意
味
と
価
値
の
あ
る
こ
と
、

楽
し
く
て
お
も
し
ろ
い
こ
と
な
ど

を
通
し
て
、
主
体
的
に
参
加
し
創

造
的
に
興
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
多
機
で
柔
軟
な
環
境
や
条
件

を
私
た
ち
大
人
が
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
、
人
と
人
と
が
ふ
れ

あ
う
楽
し
さ
や
敬
う
気
持
ち
を
養

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
地
域

・
学
校

・
家

庭
で
協
力
し
暖
か
く
見
守
っ
て
あ

げ
る
こ
と
が
、
そ
の
鍵
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三
四
八
八

ア
イ
ロ
ン

る番喜還をJ麗句
〈文化財綴訪日〉

ア
イ
ロ
ン
の
語
源

は
、
い
う
ま
で
も
な

く
英
諮
の
鉄
、
鉄
製

品
で
ア
イ
ロ
ン
を
か

け
る
こ
と
も
、

H

ア

イ
ア
ン
u

と
い
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
衣

類
の
し
わ
を
の
ば
す

の
に
用
い
る
鉄
製
の

私
た
ち
の
生
涯
学
習

道
具
を
ア
イ
ロ
ン
と
よ
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
美
利
河
の
宗
像
朝
司

よ
り
寄
贈
い
た
だ

さ
ん

(故
人
)

い
た
ア
イ
ロ
ン
で
、

前
に
円
筒
状

の
口
が
付
き
、

中
に
炭
火
や
薪
の

お
き
を
入
れ
て
熱
し
て
使
う
も
の

で
す
。
火
附
山
斗
(
ひ
の
し
)
や
銭

(
こ
て
)
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
道
具
も
、

代
に
な
る
と
、

刀
ロ
日

O
F

U
μ
4木
作1
内

o，
乞

一
般
家
庭
に
も
電

気
ア
イ
ロ
ン
が
急
速
に
普
及
し
、

次
第
に
姿
を
消
し
ま
し
た
。

参
考
文
献
「
北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

地
元
の
良
さ
を
親
か
ら
子
に
伝

え
た
い
、
そ
ん
な
願
い
か
ら
結
成

さ
れ
た
の
が
「
種
川
ふ
る
さ
と
を

築
く
会
」
(
以
下
ふ
る
さ
と
築
く

会
)
で
す
。
会
の
前
身
は
種
川
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
以

外
に
も
文
化
活
動
、
青
少
年
育
成

活
動
ま
で
傾
広
く
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
築
く
会
を
結
成

す
る
き
っ
か
け
は
、
昭
和
白
年
の

国
鉄
瀬
棚
線
の
廃
止
で
す
。
過
疎

化
、
ひ
い
て
は
地
域
の
崩
壊
に
危

機
感
を
抱
い
た
人
た
ち
が
中
心
に

な
り
、
「
ょ
う
こ
そ
君
の
ふ
る
さ

と
へ
、
み
つ
め
よ
う
君
の
ふ
る
さ

• • 

三
世
代
で
有
意
義
巳
交
流

種
川
小
学
校
で
P
T
A
レ
ク

1
月
川
白
(
日
)
種
川
小
学
校
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

P
T
A
生
活
委
員
会
(
委
員
長
両
親
の
共
働
き
増
加
や
コ
ン
ビ

蛇
名
春
幸
氏
)
が
中
心
と
な
り

ュ

l
タ
l
の
発
達
に
よ
り
子
供
達

「
児
童
と
祖
父
母
の
ふ
れ
あ
い
」
の
遊
び
も
テ
レ
ビ
ゲ
|
ム
が
中
心

を
テ

l
マ
に
同
小
P
T
A
レ
ク
リ
と
な
っ
て
お
り
、
外
に
出
て
自
分

工

l
シ
ヨ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
逮
で
工
夫
を
し
て
遊
ぶ
機
会
が
減

少
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

こ
の
よ
う
に

P
T
A
が
中
心
と

な
っ
た
子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
平
成

川
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
総
合
学

習
に
つ
い
て
も
地
域
の
人
材
を
活

用
し
た
学
習
の
題
材
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
世
紀
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
子
供
達
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

を
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

た。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
手
打
ち
う

ど
ん
作
り
で
は
、
児
童
の
包
丁
を

持
つ
不
慣
れ
な
手
を
祖
父
母
が
握

っ
て
使
い
方
を
教
え
る
頬
笑
ま
し

い
場
面
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
百
人

一

首
大
会
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
穏
や

か
な
雰
囲
気
と
は

一
転
。
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
緒
に
な
っ

て
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
、
か
る

た
に
熱
中
し
て
お
り
、
子
供
達
が

お
年
寄
り
に
か
る
た
を
教
え
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
は
自
作

の
手
打
ち
う
ど
ん
。
参
加
者
全
員

が
協
力
し
て
作
っ
た
う
ど
ん
は
全

て
食
べ
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
程
の

絶
品
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
パ
ッ

チ
、
け
ん
玉
、
型
抜
き
な
ど
が
用

意
さ
れ
、
子
供
達
よ
り
も
大
人
の

方
が
若
い
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら

真
剣
に
昔
の
遊
び
に
夢
中
に
な
っ

(12) 

と
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

夏
祭
り
、
秋
祭
り
の
ほ
か
、
旧
種

川
駅
前
の
歩
行
者
天
園
、
豆
腐
づ

く
り
、
ワ
ラ
ジ
づ
く
り
、
土
器
づ

く
り
、

P
T
A
合
同
の
川
下
り
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

現
在
は
会
員
初
名
で
、
会
の
発

足
当
時
小
学
生
だ
っ
た
人
た
ち
が

初
代
に
な
り
、
会
の
中
核
に
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
祭
り
、
秋
祭
り
、
大

晦
日
の
そ
ば
打
ち
は
若
い
会
員
が

自
ら
動
い
て
、
大
き
な
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

訂

【

Z

E

W

6
日
(
火
)
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

己

交
流
会
全
体
会
議

内

諾

ω
総
合
体
育
館

電

同
日
(
土
)
i
H
日
(
日
)
第
同

番

回
今
金
雪
ま
つ
り
ふ
れ

時

あ
い
広
場

市

ロ
日
(
月
)
町
民
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

枇

杯
ス
キ
l
大
会

9
ω
町

ピ
リ
カ
ス
キ
|
場

桝

日

日

(
火
)
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

時

実

技

講

習

会

問

∞

の

総
合
体
育
館

在

日
日
(
火
)
生
涯
学
習
研
究
会

何

役

員

会

は

初

乙

部

。

町

す

げ
日
(
土
)
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

で

ツ

交

流

会

準

備

日

∞

書

総
合
体
育
館

l

同
日
(
日
)
第
日
回
ふ
れ
あ
い

U

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
(
ジ
ャ

3

イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

l
ム

・

一

歩
く
ス
キ

l
・
ス
ノ

1
ボ

2

1
ド
)

9

∞

ピ

リ

カ
ス
キ

l
場

・
ピ
リ
カ
遣

は

跡

コ

1
ス

酎

《

Z
E

撒

(
金
)
今
金
町
P
T
A
連

の

合
会
理
事
会

ω
-∞

ど

今
金
中
学
校

な

(
日
)
青
年
婦
人
合
同
文

め

化
祭

ω
:∞
町

民
セ

十九

〕

・
'

q
u

ン
タ
1l

t

h
u

2 
日

4 
日



をめざして!「自立し芝排池」「トイレで排池」

健診を受けて明るい健康づくり

「下
の
世
話
だ
け
は

受
け
た
く
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
よ
く
耳
に
す

る
こ
と
で
す
。
哀
を
返

せ
ば
、
排
地
を
人
に
委

ね
ざ
る
を
得
な
い
状
態

は
、
人
と
し
て
の
尊
厳

を
失
い
か
ね
な
い
ほ
ど

の
深
刻
な
問
題
と
言
え

ま
す
。
排
柑
ケ
ア
は
1

日
5
固
か
ら
叩
回
、
尿

意
や
使
意
を
催
し
た
時

に
行
わ
な
く
て
は
な
ら

ず
、
大
き
な
介
護
負
担

の
原
因
と
な
り
が
ち
で

す。
脳
卒
中
で
片
麻
疲
や

股
関
節

・
膝
関
節
に
障

害
が
あ
る
た
め
に
「
使

稼
か
ら
の
立
ち
上
が
り

が
大
変
」
、
「ト
イ
レ
ま

で
の
移
動
が
大
変
」
と

い
う
排
池
の
相
談
を
よ

く
受
け
ま
す
。
座
る
こ

と
が
で
き
る
方
の
自
立

を
助
け
、
介
護
負
担
が

軽
く
な
る
便
利
な
排
池

用
具
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

トイレまでの移動ガ
六褒な場合

便器からの立ちとガりが
六褒な場合

④ 手すりの設置や杖、歩行路、!Ii純子などを利

則すればトイレまでスムーズに移動できます。

歩行器・車椅子を使用する場合廊下・トイレ

出入り口に移動しやすいスペースが必要です。

⑤ 押し入れトイレルーム

押し入れ I帖分のスペースに腰掛け式水洗

トイレ、手洗い、 手すり、換気扇、給側水装置、

3枚引き戸、照明をセッ卜するユニットシス

テムです。

⑥ ポータブルトイレ

種類はたくさんあり、肘掛け・背もたれが付

いていて、高さ調節ができるもの・家具調で一

見ではポータブルトイレに見えないものもあ

ります。

洋風便座

和式便座の場合は、和式便器にかぶせて洋

風便座にすることができます。(ドアの位置に

対応して使座フタの方向を変えられるものも

在
宅
介
畿
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希

望
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
ご
本
人
の

身
体
機
能
や
介
護
者
の
身
体

機
能
、
体
力
に
あ
っ
た
用
具

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設

「
と
し

べ
つ
」

内在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
2
1
2
7
8
0
 

死港・傷造数ともに増!
平成12年の今金町の交通事故状況は、発生件数を除
き死者が2名、 傷者が31名と昨年を上まわる大変残念
な状況でした。

また、今金町の件数にはカウン卜されていませんが、
昨年12月末に八雲町の道道で町内在住の20代の若者が
2名死亡するという、 大変いたましい事故がありまし
た。

今一度初心にかえり、緊張感を持った「かもしれな
いJの運転に心がけましょう。

あります。)

② 補高便座

便座高さは39αII位が一般的ですが、片麻療

や股関節・1I事関節に隙害がある方、筋力が低下

している方は便座が高いほうが立ち上がりや

すく、 10cm程高くできる便座です。

⑧ 手すり

便器からの立ち上がりのためには、手すり

の設置箇所として高さは座って回線の前方、

長さは立ち上がる際前屈みになり手を伸ばし

た位置で利き手側に縦手すりを設置すると立

ち上がりやすいでしょう。

① 

• • 

龍合福祉施設内保瞳センター

14:20-14:501能合福祉施設内悟睡センター

梨
は
て

診
摂
し

予
診

mu

予

設

帳
。
も

手
い
に

陳

さ

関

。

健
下
機
す

干
参
山
町
ま

母
持
医
り

*
を
缶
お

能合福祉施設内保健センター

富田医院

総合福祉施設内保障センター

総合福祉施世内保瞳センター

今金国保病院(小児科)

総合福祉施設

岩間医院

一一止一一一一-

3歳児他版診査

すくすく子育てダイヤル

乳児健診

l歳6ヶ月児健康診査

麻疹干防接植

ホ無医地区巡回諺瞭 (耳品科 ・リウマチ科). 

・畳障に慨しては 「予約rt込」が必要です.必ず槌成づくり係までご連結下さい.

・霊砂111し込み予約 他Uf(~険証老人医掛畳枯骨証仔O才以よの1;) をお忘れにな り ますと、 八軍総合問1出￠事務がスムーズに浬ばなくなりま

すので、ご協力をお闘い巾しあげます.

.無医地区巡回器躍は病院の拍控11と閉じです.
・病院の都合により日時の置更もありえますので 回覧等で再度雌認願います.

〈予約申し込み ・問い合わせ先〉

罰祉施設としぺつ 出世高

• • 

.電話のご相談もお受けします

ftOll-709・1881(直通)
栂様日 月曜から金曜 午前g崎学~日時

午後 ，.事-，略40分(祝祭日を隊く}

。専門の~I実員がご~!実に応じます

。弁寝土相飯田 (予釣制 キ@Ill無潤要薗絞〉

毎月第2.M4木明日午後 1時-，防
波鍋密保険一般のご相駁も畳付tすます

社団法人日本損害保険協会 hup内川棚田 orJp

札幌自動車保蹟請求相談センター
札幌市北Il~化七条首5.5-3 札幌千代関ピル5防

〕au『1
 
〔
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火

火
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l 今金町の . 
l 交通事故発生状況 . 

.月発生 iJI年合計(対前年，
| 生件数 3件 r.l件(ムii
げE者数 0名 2名 iII 圃
い纂者数 4名 -名lWi
|※a::運動スピードダウン・シートベルト着.
|用 て交通事故を未然こ防ごう . 

1交通事故死ゼロ日数 88日 圃

「
塩
分
を
と
り
す
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
?
」

日
本
人
は

1
日
に
ど
の
く
ら

い
の
綴
分
を
摂

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
?

1
日
に
約
は

g
く
ら
い
摂
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
体
に

l
日
に
必
要
な

極
分
は
ど
の
く
ら
い
だ
と
思

い
ま
す
か
?

な
ん
と
、
け

E
1
3
gと
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
塩
分
3

Eの

食
事
と
い
う
の
は
現
実
的
で
は
な

い
こ
と
か
ら
日
本
で
は
1
日
に
川

g
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
ま
だ
摂
り
す
ぎ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る

と
血
圧
が
上
が
っ
て
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
ゃ
す
く
な

っ
た

り
、
高
濃
度
の
塩
分
は
胃
が
ん
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
普
段
か
ら

減
温
を
実
行
す
る
こ
と
が
健
康
に

生
活
す
る
た
め
に
は
必
要
で
す
。

で
は
ど
の
よ
う
に
減
臨
を
実

行
し
て
い
く
と
よ
い
の
で
し

ょ

う

か

?

ま
ず
は
自
分
の
口
に
入
る
塩
分

量
を
意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

以
外
と
多
い
は
ず
で
す
。
調
味
料

は
も
ち
ろ
ん
加
工
食
品
や
外
食
も

注
意
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
た
く

あ
ん
3
枚
に

2

g、
ラ
ー
メ
ン
l

杯
に

6
Eの
塩
分
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。ま

た
市
販
食
品
の
箱
や
袋
の
裏

面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
栄
養
素
表

示
の
『
ナ
ト
リ
ウ
ム
』
と
い
う
項

目
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
ナ
ト

リ
ウ
ム
量
を

2
・
5
4
倍
す
る
と

食
塩
量
に
換
算
で
き
ま
す
。
無
意

識
に
食
べ
物
の
塩
分
量
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
減
塩
は

半
分
実
行
で
き
て
い
る
と
い
え
ま

す。
次
の
段
階
は
食
べ
方
を
工
夫
す

る
こ
と
で
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は

と
し
べ
つ
の
栄
養
士
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

(15J 



延安のアイドル
まさゆ幸

正教ちゃん

(平成10年"月26日生まれ)

寒昇 片山正寿さん、雅子さんの長男
【親から】

よく食べ、よく寝るワンパクポーヤで
す巴

アンパンマンが大好きです。 中でも、

パイキンマンのことをパイパイキンと覚
えてしましました。言いやすいのかな9

はやた

隼太ちゃん

(平成10年6月29日生まれ)

末広町

[親から】
「クウガ」をこよなく愛する ハヤタ.
お気に入りの物は枕の下に入れ一緒に
寝むる"ハヤタ.
近頃はおしゃべりも上手になって 楽
しく会話も弾むようになりましたネ。
明るくたくましく育ってネ 1

砂片山

薫さん、薫さんの長男

‘山田

山田

歳未特別防犯街頭啓発

， 

ロ
月
間
目
、
今
金
町
防
犯
協
会

が
町
内
の
飲
食
庖
を
回
り
歳
末
特

別
防
犯
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た。
啓
発
に
は
、
北
槍
山
瞥
察
署
の

山
崎
署
長
を
は
じ
め
、
保
護
司
会

今
金
分
区
、
更
正
保
護
婦
人
会
、

今
金
婦
人
会
な
ど
か
ら
刊
人
が
参

加
し
防
犯
運
動
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。

令。g。令住民の動態
12月末現在

7.081人 (6 9) 

3.413人(ム 6)
3. 668人(ム 3)
2.718世帯(ム 4) 

や'*'や

人口

男

女

世帯数

64 -5011 

62 -0021 

67 -2'170 

64-5321 

62-0057 

隆 司4右)末広町
主主 郎)八束初田

和浩)商工団地

和浩)商工団地

図おペLやJPょうおめでとう
荒川 朔太ちゃι 12月5日(保護者. " 
竹内 真希ちゃん 12月12日(保説者

たつや ー

菊川 達也九ι 1月5日(保護者
ゅうや

菊川 裕也ちゃん l月5日(保護者

62 -0021 

64 -5011 

休日当番医
2月4日 道南ロイヤル病院(北槍山)

11日今金町国保病続(今金)

12日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

18日 北槍山町国保病院(北格山)

25日岩間医院(今金)

(3月分については予定です)

3月4日今金町国保病院(今金)

11日 道南ロイヤル病院(北槍山)

※当番医が急吉ょ世Eとなる場合がありますので、ご了承下さい.

宣= ※診療時mJ
t t t tとけ 午前10時から正午まで

午後l時から3時まで

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

fu 

固いつまでもおしあわせに

パ 水口 卓恩さん(八束更生)=秋田可愛美さんは檎山町)

〕PO
 
1
 
〔

70歳(田代)
67歳(南栄町)
25歳(南町)

2'1歳(大 和 町)
89歳(白 抜 右)
95歳(南田代)
93歳(本 、町)
75歳 (イマヌエル)
63歳(末広町)
73歳(八幡町)
89歳(金文)
71歳(住吉)

l月16日受付分まで

圏おくやみもうしあげます

松本正芳さん 12月1G日
千葉幸男九 12月18日
池元 豊さん は月21日

田口智也九 12月22日
木島正矩さん 1月3日
商 アヤメさん l月3日
徳田半厳さん 1月3日
木谷省次郎さん 1月8日
本田美恵子さん l月8目
黒 川 吉 ーさん 1月10日
上村ヂンさん l月12日
向井定雄九 1月15日

小児科外来の診療時間変更のお知らせ
小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの

診療となっておりますが、次の期日については、診

療開始時間が午後2時以降に変更となりますのでお

知らせいたします

【小児科外来時間変更日】

2月19日(月)

26日(月)

3月5日(月)

(今金町国保病院)

制
②
D
1
1
1
番

お詫び

l月号広報の12ページに掲載しました 「財政状況」の中
で、 一般会計「歳入Jr歳出」特別会計の表の数値単位 「千
円」は「万円」の誤りでした。訂正してお詫びいたします.

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

http://www.hakoclate.or.jplimakane/ 今金町ホームページ


